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はじ めに

明治維新前年の慶応３ （ 1867） 年，日本は初めて万国博覧会と いう 国際舞台への参加を 果たし た。

こ れは， 開国を 果たし た日本が， 自ら 海を 渡り 自国を アピールし た初の機会である 。

その舞台と なっ たのが，フ ラ ン ス・ パリ で開催さ れた，第２ 回パリ 万博であっ た。 日本から は幕府，

佐賀藩， 薩摩藩， 江戸の商人が参加し たが， 幕府の意図に反し て薩摩藩が独自の展示場を 確保し た

こ と により ， 国内における 幕末の激動がヨ ーロ ッ パに飛び火し ， 幕府と 薩摩藩はパリ を 舞台に政治

闘争を 繰り 広げる こ と になっ た。 その後の協議の結果， 幕府が「 日本大君政府」， 薩摩藩が「 薩摩

太守政府」 と 名乗り ， 日の丸の下， 日本と し てまと まる こ と になる のである が， 展示場は別々と い

う 状態が維持さ れた。

第２ 回パリ 万博についての先行研究は多く あり ， また， 万博における 幕府と 薩摩藩の政治闘争

などについても すでに多く の研究がある 。 中でも ， 近著では寺本敬子著『 パリ 万国博覧会と ジャ ポ

ニスムの誕生』
（ 1）

は， こ れまで幕府と 薩摩藩の二者の視点で述べら れる こ と がほと んど であっ た

パリ 万博研究に， フ ラ ン ス政府の視点が加えら れるこ と によ り ， 三者の立場が絡み合いながら 形作

ら れていく パリ の状況を よ り 立体的に描き 出し ている 。

ま た， こ の万博では， 伝統工芸品や産物を 中心と し た日本の出品物が注目を 集め， 西洋にジャ

ポニスム現象を 引き 起こ すほどの影響を 与えていく 。 その意味では， 幕府と 薩摩藩の闘争よ り も む

し ろ ， 会場に展示さ れた出品物のほう が多く の衆目を 集め， ヨ ーロ ッ パに与えた影響は大き いと 言

える 。

し かし ながら ， 日本の出品物に焦点を 当てた研究はそれほど多いと は言えず， 特に， 幕府に出品

目録を 提出するこ と を 拒んだ薩摩藩の出品物については，日本に残る 史料は慶応２ 年10月1日（ 1866

年 11 月 7 日） 付の発送分 225 箱についての大まかなリ スト がある のみで ， その紹介に終始し てき

た感がある 。 また，こ のリ スト を 基に，薩摩藩は「 薩摩と 琉球の産物」 を 出品し たと さ れる も のの，

その具体的な中身についてはほと んど分かっ ていない。 し かも ， 薩摩藩はこ れ以前に約 250 箱を 独

自にパリ に向けて送付し ている こ と から ， リ スト で判明する 薩摩藩の出品物は， 全体の約半分に過

ぎない可能性が高く ， 薩摩藩の出品物が実際に薩摩と 琉球の産物であっ たのかについても ， 現段階

では根拠が不十分である と 言わざるを 得ないのである 。

そこ で本稿では， パリ 万博において薩摩藩が獲得し た展示場と ， そこ に展示さ れた出品物に着

目し て考察を 進めたい。 それに当たり ， 先の慶応２ 年 10 月 1 日付発送分のリ スト に加えて ， 開催

国であるフ ラ ンス側の資料に着目する 。 パリ 万博の帝国委員会によ る ，発行時期の異なる ２ 種の『 総

合カ タ ログ』 No.1・ No.2
（ 2）

の内容を 検討する こ と によ っ て， 製作者であり 出品者である 薩摩藩と ，

企画展「 1867年パリ 万博150周年記念　 薩摩から パリ へのおく り も の」 に寄せて

1867年パリ 万博における薩摩藩と その出品物について
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それを 受け入れたパリ 万博側の両面から 薩摩藩の出品物についての考察を 行い， 薩摩藩が世界に向

けて紹介し た薩摩の姿を 明ら かにし たい。

なお， 本稿では日本での出来事は和暦によ る 年号を ， フ ラ ン スでの出来事は西暦によ る 年号を

基本と し て記載する 。

１ 　 幕府と 薩摩藩の出品の経緯

フ ラ ン スにおいて， 万博開催に向けた具体的な準備が始まっ たのは 1865 年３ 月のこ と で， すぐ

さ ま 諸外国の政府に対し て万博への正式な参加要請が行われた。 日本に対し ては， 駐日公使レ オ

ン・ ロ ッ シュ を 通じ て交渉が始まる が，幕府が参加の意思を 表明し たのは，慶応元年７ 月２ 日（ 1865

年８ 月 22 日） の書簡においてであっ た。

当初， 幕府独自で出品物の収集が始まっ たが， 慶応２ 年４ 月５ 日（ 1866 年５ 月 19 日） に至っ て，

諸藩や商人にも 出品を 呼びかける こ と と なる。 ただし ， あく までも ， 幕府統率の下での「 日本」 の

展示が意図さ れていた。

幕府に対し て参加を 表明し たのは， 江戸の商人清水卯三郎（ 慶応２ 年２ 月 10 日（ 1866 年３ 月 26

日））， 薩摩藩（ 慶応２ 年７ 月 28 日（ 1866 年９ 月６ 日））， 佐賀藩（ 慶応２ 年 11 月 25 日（ 1866 年

12 月 31 日）） であり ， こ の４ 者が参加するこ と と なっ たのである。

し かし ながら ， 他方で薩摩藩は， 幕府の参加表明と それほど変わら ない 1865 年 10 月 15 日（ 慶

応元年８ 月 26 日） には単独での出品を 決め， フ ラ ン ス人貴族のモン ブラ ン にその全権を 委託し て

10 月 23 日（ ９ 月３ 日） には博覧会委員会に登録，「 琉球公国」 の名で 独自の展示場を 確保し た。

こ の薩摩藩の動き は， 遣英使節団の視察員と し て薩摩藩英国留学生を 率いてイ ギリ スに渡っ ていた

五代友厚と モンブラ ンの間で取り 交わさ れており ， 駐日公使のロッ シュ 等から の情報を 基に日本国

内で準備が進んだ幕府と は， その内容を 異にする 。 推測の域を 出ないが， モン ブラ ン が全権を 委託

さ れたこ と により ， 薩摩藩におけるその後のパリ 万博出品に向けた準備は， フ ラ ン スから 発せら れ

る 情報と 指示を 基に進んでいっ たも のと 考えら れる。

幕府の使節団が薩摩藩の「 琉球公国」 と し ての出品を 知っ たのは， 一行がフ ラ ン ス・ マルセイ

ユに到着し た， 1867 年４ 月３ 日（ 慶応３ 年２ 月 29 日） のこ と であっ た。 こ れが発端と なり ， 国内

における幕府と 薩摩藩の政治的対立がパリ を 舞台に表面化する こ と と なっ た。

幕府の抗議を 受け， ４ 月 21 日（ ３ 月 17 日） に至っ て， 幕府・ 薩摩藩・ 博覧会事務局の三者で

協議が行われ， 最終的に「 日本」 と いう 枠組みの中で， 幕府は「 日本大君政府」， 薩摩藩は「 薩摩

太守政府」 と 名乗り ， 展示場は別々に行う こ と になっ たのである。

２ 　 パリ 万博と いう 舞台

　 第２ 回パリ 万博の概要は， 次のと おり である
（ 3）

。

　 　 開催期間： 1867 年４ 月１ 日～ 11 月３ 日（ 慶応３ 年２ 月 27 日～ 10 月８ 日）
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場　 　 所： パリ 　 シャ ン・ ド ・ マルス

会場面積： ６ ８ . ７ ha

出品者数： 約５ ２ , ０ ０ ０ 人

入場者数： １ , １ ０ ０ ～１ , ５ ０ ０ 万人

パリ 万博の会場は， シャ ン ・ ド ・ マルスの 68.7ha に及ぶ敷地につく ら れ， 中央の温室庭園を 囲

んで７ つの回廊が同心円状に広がる巨大な楕円形のメ イ ン会場「 産業宮」 が建設さ れ， それを 取り

囲むよ う に， 各国のパヴィ リ オン や売店， レ スト ラ ン などが配置さ れた。

産業宮は， 円の中心から 放射状に国別展示が行われ， 中央の庭園を 同心円状に取り 囲む回廊ご

と に， 展示物の分野が決めら れており ， 円の中心から 外周に向かっ て歩けば国別展示を ， 回廊にそ

っ て歩けば分野ごと の展示を 見ら れる と いう 機能的な配置と なっ ていた。 内側から 芸術作品， 教養

芸術（ リ ベラ ルアーツ）， 家具と 並び， 最も 規模の大き な外側の回廊には， 日用技術品が配置さ れ，

機械類に多く のエリ アが割かれた。 中でも ， エド ゥ ー (L. Edoux) によ る水圧式エレ ベータ ーの機械

は会場で特に注目を 集め， エレ ベータ ーでメ イ ン 会場の屋上まで登る と 展望所と なっ ており ， 万博

会場全体を 俯瞰する こ と ができ た。 また， 大砲や銃と いっ た最新の武器類を 各国が競っ て出品し て

いる 。 こ のよ う に， 万博会場は， 最先端の技術が集う 産業見本市と いっ た様相を 呈し ていた。

日本の出品物は， 産業宮においては中国・ シャ ム（ タ イ ） と 共有の区画で展示さ れ， 屋外には

２ つのパヴィ リ オン が設置さ れた。 その規模は全体の１ ％に満たないほど であっ たにも 関わら ず，

日本の出品物は大き な注目を 集め， ジャ ポニスム現象を 引き 起こ すき っ かけと なっ た。 優れた出品

物に対し ては金， 銀， 銅の各メ ダルと ， 最高賞には大型の金メ ダル（ グラ ン プリ ） が与えら れたが，

日本は全体で 64 個し かないこ のグラ ン プ リ を「 養蚕， 漆器， 手細工物及び紙」 で受賞し て いる。

褒賞授与式には皇帝ナポレ オン ３ 世と 皇后， 各国の王侯貴族ら と と も に， 将軍徳川慶喜の名代と し

て渡仏し た， 弟の徳川昭武も 参列し た。

こ のよ う に， 日本の出品物はヨ ーロ ッ パの人々に好意的に受け入れら れたが， 会場で最も 注目

を 浴びていた最先端技術を 駆使し た製品と は方向性が異なっ ていたこ と は否めず， 日本人の中には

そこ にジレ ン マを 感じ 取っ た人も いたよ う である 。 薩摩藩を 脱藩後， 慶応２ （ 1866） 年 10 月に長

崎を 発し ， 翌年５ 月に帰国する までフ ラ ン スと イ ギリ スに滞在し ていた中井弘は， 万博会場を 訪ね

ている 。 中井から の聞書
（ 4）

には「 当春仏国展観会ニ， 皇国よ り ハ幕府織物を 持出し 候処， 各国よ

り ハ軍艦之堅便之新工夫雛形， 夫を 制造之器機， 或鉄砲之新工夫等， 巧を 尽し 候要器而巳持出候ニ

付， 皇国大失望之由，」 と ある 。 幕府は織物を 展示し ている が， 各国は新たな工夫を 施し た軍艦の

雛形やその製造機械，新開発の銃砲などを 出品し ており ，日本は恥を かいたと ある 。 日本人の目に，

万博における 日本の展示がどのよ う に映っ たのかの一端を 示し ており 興味深い。

３ 　 日本の展示区画

（ １ ） シャ ン ・ ド ・ マルス全図

パリ 国立工芸院に所蔵さ れている 「 シャ ン・ ド ・ マルス全図」（ 図１ ） は， 万博会場全体の配置
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図である。 こ れによ れば，「 JA PON」（ 日本） と 記載のある エリ アは， メ イ ン 会場と なっ た産業宮

の中に一カ 所， 屋外に一カ 所を 確認する こ と ができ る 。

先に述べたと おり ，産業宮は建物の中心から 放射状に延びる 回廊（ 縦回廊） に沿っ て国別展示が，

同心円状に取り 囲む回廊（ 横回廊） に沿っ て分野ごと の展示を 見ら れる構造と なっ ていた。 こ のう

ち ， 図上部の縦回廊に沿っ て ，「 CHINE   SIA M   JA PON」 と いう 区画がある 。 こ こ が日本の出品

物が展示さ れたエリ アである。 日本は， 中国・ シャ ム（ タ イ ） と 共同の区画を 与えら れており ， 独

立し た区画は得ら れていなかっ たこ と が分かる 。

また， 屋外においては，「 CHINE（ 中国）」 と 記さ れた中国の円形の展示場を 挟んで， 左側の区

画に「 JA PON」 と あり ， 建物を 示すと 思われる 長方形の区画の中に「 M aison（ 家）」， その前の通

り には「 A llée du Japon（ 日本通り ）」 と ある 。 こ の区画が日本の展示場と 理解でき る。 し かし な

がら ， 日本の展示区画はこ こ ばかり ではなかっ た。 中国を 挟んで右側の区画には，「 Principaute de 

Satsouma（ 薩摩公国）」 と あり ，その前の通り に「 A llée de Liou K iou（ 琉球通り ）」 と ある（（ 参考）

図１ 部分）。

先に触れたが， 薩摩藩は幕府と は別に「 琉球公国」 と し て博覧会事務局に登録を 行い独立し た

展示場を 確保し ていた。 その後， 幕府の抗議によ り 1867 年４ 月 21 日（ 慶応３ 年３ 月 17 日） に行

われた幕府， 薩摩藩， パリ 万博事務局によ る 三者協議では， 日本と し てまと まる も のの，「 日本大

君政府」 と 「 薩摩太守政府」 と し て展示場は別々と する こ と に決し た。 つまり ， 図１ にある ， 中国

を 挟んで右側にある 「 薩摩公国」 と ある 区画が， 当初，「 琉球公国」 の名で登録し た薩摩藩に与え

ら れた展示区画であり ，その前の通り に「 琉球通り 」 と ある のはその名残と 考える こ と ができ よ う 。

中国を 挟んで両側に日本の展示場ができ たのは， 博覧会事務局が当初，「 琉球公国」 を 日本と は

別の国と 認識し ていたこ と によ る と 考えら れる 。 日本と し てまと まっ たと は言え， 元々別の国と い

う 認識の下で配置さ れた区画が維持さ れたまま，「 日本大君政府」 と「 薩摩太守政府」 と いう 名で別々

の展示が行われたこ と は， 事情を 知る 由も ない一般の来館者の目には， 幕府と 薩摩藩が台頭に見え

ても 致し 方なかっ たと 思われる 。

図１ 　 シャ ン ・ ド ・ マルス全図　 パリ 国立工芸院蔵　 デジタ ルアーカ イ ブ　 http://cnum.cnam.fr

（ □は筆者挿入）

http://cnum.cnam.fr
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三者協議の結果， 決定さ れたフ ラ ン ス 語の「 Gouvernement du T aicoun（ 日本大君政府）」 と

「 Gouvernement du T aichiou de Satsouma（ 薩摩太守政府）」 と いう 名称が， その後の両者の立場

に大き な影響を 与えていく こ と はよ く 知ら れている。 特に，「 Gouvernement」 と いう 言葉が「 自

治政府」 と いう 意味を 含んでいたこ と によ り ， 幕府と 薩摩藩が台頭の立場の， 例えばプロ シアのよ

う な連邦制の国のよ う な誤解を 与える に至っ たこ と は特に知ら れているが， それに加えて， 元は別

の国と し て与えら れた二つの展示区画の配置も また，それを 助長する こ と になっ たと 指摘でき よ う 。

続いて， 図１ にある 「 Pr incipaute de Satsouma（ 薩摩公国）」 の名称について触れておく 。 図１

がいつ頃の会場の状況を 表し たも のか定かではないが，『 総合カ タ ロ グ』 No.1 にある ，「 Principaute 

de Liou K iou（ 琉 球 公 国 ）」 と い う 表 記 と も ， 三 者 協 議 後 の 名 称 で あ る 「 Gouvernement du 

T aichiou de Satsouma（ 薩摩太守政府）」 と も 異なる 。 どの段階を 示し ている のか現段階では確認

でき ていないが，いずれにし ても「 琉球公国」と し て獲得さ れた展示区画であっ たこ と は間違いない。

（ ２ ） 向山一履による 会場図

展示場の状況については， 幕府使節団と し て徳川昭武に同行し た外国奉行の向
むこう

山
やま

一
かず

履
ふみ

（ 1826 −

97） が， 江戸幕府に対する 報告と し て屋内外の日本の展示場図を 書き 残し ており ， 三者協議が行わ

れた日の直後に当たる 1867 年４ 月 25 日（ 慶応３ 年３ 月 21 日） 付と なっ ている（ 図２ ・ ３ ）
（ 5）

。

図２ には， 中央に「 花園」 と 記さ れた庭園のある 楕円形の産業宮が描かれ， その一部の縦回廊

のエリ アに「 此通り 日本支那之部」， その外周部分に「 此所コ ーヒ ーを 売る 所」 と ある 。 さ ら にセ

ーヌ 川近く には「 囿園之地」 と あっ て，「 支那」 を 中央に右に「 薩州」， 左に「 商人」 と ある 。 こ の

状況を 図１ の「 シャ ン・ ド ・ マルス全図」 と 比較する と ， 配置が完全に一致し ている 。 向山の絵図

は，実際に現地に赴き ，パリ 万博に関わっ た日本人によ っ て描かれたも のと し て貴重な記録であり ，

図２ ・ ３ が示す場所に日本の展示場が置かれたと 判断し て差支えなかろ う 。

　 屋外展示場の配置については，さ ら に詳細な図が描かれている （ 図３ ）。「 支那ニテ茶屋取建候地」

と ある 円形の中国の展示場を 挟んで，右側には「 薩州ニテ茶屋取建候地」 と ある薩摩藩の展示場が，

左側には幕府の統轄下で出品し た商人の展示場があり ，「 商人之茶屋取建候地」 と ある。「 茶屋」 と

ある こ と から ， 飲食のでき る 場所が設けら れたと 考えら れ
（ 6）

， 薩摩藩の茶屋は藩自身が手掛けて

建てら れ， 商人の茶屋は幕府が関わっ て建てた茶屋と 理解でき る。

図２ 　 日本の展示場図面
慶応３ （ 1867） 年３ 月21日付
『 続通信全覧』「 徳川民部大輔欧行一件
五 附仏国博覧会」 よ り
原本： 重要文化財　 外務省交史料館蔵
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　 続いて， 屋内展示場の「 品物差置候場所見取略図」 を みて みよ う （ 図４ − １ ～４ ）。 図１ には

「 JA PON」 と し かない日本の展示場について， 図４ では幕府・ 商人・ 薩摩藩の場所の取り 合いが明

ら かにさ れている 。 図４ − １ から 図４ − ４ に向かっ て， 縦回廊（ 図中には「 竪往来」 と ある 。） に

沿っ て展示場が確保さ れたこ と が分かる 。「 横往来」 と ある のが， 外周に沿っ て廻ら さ れていた横

回廊を 指し ている 。 また， 江戸幕府を 示す「 政府」 は朱色で， 薩摩藩を 示す「 薩州」 は灰色で，「 商

人」 は黄色で色分けさ れており ，三者が展示を 行っ た場所が明確に描き 分けら れている 。 こ こ には，

同じ く 参加し たはずの佐賀藩の表記がないが，おそら く ，幕府に恭順し た佐賀藩の展示物は「 政府」

の中に含まれている のではなかろ う か。

まず， 展示方法に注目し てみよ う 。 図４ − １ の政府（ 朱色） の区画には，「 此所土間」，「 此三方

硝子ヲ 張タ ル戸棚高五尺程」，「 此ヶ 所造作出来」，「 此土間へ机ヤウノ モノ 据付品物餝付候積」 と あ

り ， 靴を 脱がずに観覧でき る よう 土間と なっ ており ， 三方を 高さ ５ 尺（ 約 151.5㎝） 程のガラ ス張

り の戸棚に囲まれ， 前には机のよ う なも のを 据え付けて， そこ に品物を 飾る と いっ た展示方法が取

ら れたこ と が分かる 。 通路を 挟んで向かい側に置かれた薩摩藩の区画にも ， 同様にガラ ス張り の戸

棚が設けら れており ， その他の区画も 共通し ているこ と から ， 日本の屋内展示場は概ね同じ 仕様に

よっ て， ガラ ス張り の戸棚と 机のよ う な台が設置さ れ， そこ に品物を 置く と いう 方式で展示が行わ

れている。

　 また，図４ の中には，「 此土間江戸棚，又ハ机ヨ フ ノ モノ 据付品モノ 飾付候ツ モリ ，造作出来」，「 此

所硝子ヲ ハリ タ ル戸棚高サ五尺程造作出来」，「 此所未タ 造作ニ不取掛」 と いっ た記載が見ら れ， 向

山がこ の絵図を 添えた報告を 江戸幕府に送っ た４ 月 25 日の段階で， 日本の屋内展示場は造作の途

中であっ た。 特に薩摩藩のエリ アは， そのいく つかに「 此所未タ 造作ニ不取掛」 と いう 記載があっ

て， 造作に取り かかっ ていない段階の展示区画が多く あり ， 薩摩藩の屋内展示場の造作は， こ の時

点では幕府よ り も むし ろ 遅れている よう に見える 。 いずれにせよ， パリ 万博の開会式は４ 月１ 日に

行われている ため， 必ずし も それまでにすべての展示が出来上がっ ていたわけではなかっ たこ と が

分かる 。

特に， 薩摩藩の展示区画が造作中である こ と は注目すべき である 。 薩摩藩の出品物は， 慶応２ 年

10 月１ 日（ 1866 年 11 月７ 日） 前後に 225 箱が発送さ れ， それ以前に約 250 箱が発送さ れている こ

図３ 　 囿
ゆう え ん のち

園之地見取略図　 慶応３ （ 1867） 年３ 月21日付
『 続通信全覧』「 徳川民部大輔欧行一件五　 附仏国博覧会」
よ り ， 原本： 重要文化財　 外務省外交史料館蔵

（ 参考） 図１ 部分
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と から ， ５ カ 月後に当たる 開会式の頃には， すでにパリ に到着し ていたと 考えら れる 。 また， 薩摩

藩のパリ 万博使節団の一人であっ た野村盛秀によ れば， 開会式翌日には薩摩藩の荷物が会場に到着

し ， 展示作業に取り 掛かっ たこ と が確認でき る ため
（ 7）

， 幕府がパリ に到着する よ り も 前に作業を

始めている 。 それにも 関わら ず， 屋内展示場の展示作業が幕府より むし ろ 遅れている よう にみえる

理由は， 現段階では明ら かにでき ていない。 一方， 屋外展示場は， ４ 月 25 日頃に完成し たよ う で

ある 。 野村は，「 数寄屋造り 」 の建物で， 外周り に石を 敷き 詰め， 外壁は白色に仕上げたと 記し て

いる 。 薩摩藩では， 屋外展示場が先に手がつけら れ， 続いて屋内展示場へと 準備が進んだ可能性も

考えら れよ う 。

図５ は， 日本の機械ギャ ラ リ ーを 写し た写真である
（ 8）

。 図４ − ４ の右側にある 政府（ 朱色） の

正方形の区画を 写し たも のと 考えら れ， こ の場所が機械ギャ ラ リ ーであっ たこ と が確認でき る。 ま

た， 図６ はフ ラ ン スで発行さ れていたパリ 万博専門誌「 L'Exposition universelle de 1867 iI lustrée」

に描かれた同じ 区画の挿絵で， 手前にシャ ムの出品物である 象の置物があり ， ド レ ス姿の女性に混

じ っ て， 袴姿の日本人と 思われる 男性も 描かれている 。

図５ ・ ６ は， 一見する と ， 日本を イ メ ージでき ない中国風の建物である。 こ れは， 設計を 手が

けたのが， スエズ運河会社の設計技師アルフ レ ッ ド ・ シャ ポン と いう 人物であっ たこ と によ ると 考

図４ ー２

図４ ー４

図４ 　 品物差置候場所見取略図　 慶応３ （ 1867） 年３ 月21日付
『 続通信全覧』「 徳川民部大輔欧行一件五　 附仏国博覧会」 より ， 原本： 重要文化財　 外務省外交史料館蔵

図４ ー１

図４ ー３
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えら れ， デザイ ン に中国やシャ ムと の明確な区別はみら れないこ と から ， 当時のフ ラ ンスにおける

日本認識が浮き 彫り になっ ている 。

続いて， それぞれの区画について見てみよ う 。 薩摩藩の展示区画は， 縦回廊を 中心と し て幕府・

商人の区画と 向き 合う よ う に配置さ れたこ と が分かる 。 また， 複数の横回廊を 挟むよ う に区画が設

けら れている 。 先に述べたと おり ， 横回廊はパリ 万博の展示分野ごと に観覧でき る よ う に配置さ れ

て いたこ と から ， 縦回廊に沿っ て 長く 伸びる 薩摩藩の

展示区画は， その出品物が一部の分野に偏重せず， 多

様な分野に対応し たも のであっ たこ と を 示唆し ている 。

さ ら に， 幕府（ 政府）・ 商人・ 薩摩藩の区画の面積を

比較し て みる と ， 灰色に塗ら れた薩摩藩の区画が広く

取ら れて いる こ と が分かる 。 そこ には興味深い記述が

見ら れる 。 全ての区画に書き 込まれた，「 此所最前佛人

ヨ リ 差出候図面ニ無之分」 と いう 記述である。 つまり ，

薩摩藩の展示区画は， 当初， 幕府側には知ら さ れて い

なかっ たと 考えら れるのである 。

な ぜ， こ のよ う な 状況が起こ っ た のか。 そ れに は，

すで に述べたよ う に， 薩摩藩が「 琉球公国」 と いう 独

立国のよ う な 体裁で， 独自の展示場を 獲得し て いたこ

と が影響を 与え たも のと 考え ら れる 。 詳し く は後述す

る が， パリ 万博の開会時に公式に発行さ れた『 総合カ

タ ロ グ』 No.1 には，「 Empire du Japon（ 日本帝国）」 と

「 Pr incipaute de L iou K iou（ 琉球公国）」 が参加国と し

て併記さ れている （ 図７ ）。 また， 幕府は薩摩藩の動き

図５ 　 機械ギャ ラ リ ー： モロッ コ ・ 日本
フ ラ ン ス国立公文書館蔵

図７ 　 パリ 万博参加国一覧
『 総合カ タ ロ グ』 No.1

図６ 　 日本の機械ギャ ラ リ ー
「 L'Exposition universel l e de 1867 iIl ustrée」

（ □は筆者挿入）


